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留留学学生生寮寮かからら真真のの国国際際学学生生宿宿舎舎へへ：：学学生生寮寮混混在在化化ののケケーーススススタタデディィ  

 

一橋大学国際教育センター准教授 阿部 仁  

ABE Jin 

 

１．はじめに 

一橋大学の小平国際キャンパスには 785 居室を擁する小平国際学生宿舎がある。こ

こには一橋大学の日本人学生と留学生、東京学芸大学留学生、電気通信大学留学生、

東京農工大学留学生が入居し、寮生のために「良好な居住及び勉学環境を提供すると

ともに、国際意識の高揚に資する」ための施設として、生活を通じて学生のグローバ

ル化を促進する場として 2002 年に建設された (一橋大学 2004)。  

設立当初、大学は従来の日本人１、２年生寮、日本人３、４年生寮、日本人院生寮

といった学寮組織を小平国際学生宿舎にそのまま当て込み、加えて上記４大学（一橋

大学、東京学芸大学、電気通信大学、東京農工大学）の留学生が属する留学生寮を新

たに寮組織として追加することで寮生の国際交流を図った（太田 2007）。しかしなが

ら寮生交流は活発化せず、むしろ日本人寮と留学生が寮組織毎に隔離され、お互いの

関係が疎遠になった。当時の留学生寮に所属していた寮生は、「国際学生宿舎において

国際交流とは留学生寮組織だけが担わされるタスクになった」との感想を報告書に残

している（武田 2008）。2002 年から 2008 年の間、少なくとも２回にわたって「国際」

という看板を留学生寮だけが担う構図を解体する試みがあったがいずれも失敗に終わ

った。おのおのの寮生が所属する組織の絆や、それを前提として作られた事務組織の

堅固さは、国境や言語の壁よりはるかに高いものであることをこの数年のこう着状態

が物語っている。この状況を打破し、国際学生宿舎で日本人学生と外国人留学生同士

の国際交流を促進するため、2011 年度より日本人と留学生の混住型学生寮の整備やこ

れを支援する事務体制の充実が大学運営の基本方針である「一橋大学プラン 135」に

明記された（一橋大学 2011）。  

 

２．混住寮移行までの経緯 

学生寮統合・混住化の具体策である「次世代小平プラン」(一橋大学 2010)には、①

2011 年４月から４年間をかけて学部生を小平地区に集結させるため、国立地区に拠点

を置く日本人３、４年生寮と小平地区に拠点を置く日本人院生寮を物理的にトレード

し、②同時に小平地区では学生寮組織の解体を進め、学生の国籍で区分けされている

寮から「ライフ・ステージが似ている日本人、留学生寮生同士が同じ建物やフロアに

住む」混住寮へと転換し③これに沿った形で事務体制を再構築する、の３項目が含ま

れた（図１）。 
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図１ . 次世代小平プランの概念図 

 

 

発達心理学におけるライフ・ステージとは、ある一定の特徴を持った期間や段階（e.g., 

青年期、成人期など）を指すと同時に、その時期における人の生き方や生活の仕様と

定義される（庄司 2006）。またキャリア理論では、人はそれぞれのライフ・ステージ

において共通の関心や課題を持ち、それらの課題に取り組むことを通じて人間として

の成長を遂げていくと解釈されている（Super 1980）。新入学部生から博士課程までの

寮生をライフ・ステージ的にグループ化すると、入学したばかりの学部生には引っ越

し先の生活空間において新たな仲間との交流を求める傾向が強い。一方で就職活動を

間近に控えた学生はキャリア志向、進路志向が強くなり、大学院生は研究中心の生活

を送るためマイ・ペース、マイ・スペースを重視する傾向にある。「次世代小平プラン」

は、国籍ではなくライフ・ステージというくくりで寮生を同じ建物や地域に集結させ、

寮生交流の促進をはかる。 

「次世代小平プラン」の承認を受け、小平国際学生宿舎では 2011 年４月から日本人

１、２年生寮と留学生寮が統合し、国際寮化への第一歩を踏み出すことになった。従

来の４大学からの留学生に加え、新たに日本人１、２年生の受け入れを開始したこと

で、2010 年度は 14 名であった４大学の学生寮スタッフ（レジデント・アシスタント：

RA）を 2011 年４月には 19 名（内、一橋大学 10 名）体制に増強し、国際教育センター

および国際課の教職員２名が国際寮アドバイザーとして現場指導に当たることとなっ

た。 

 

３．移行初期の課題 

従来、日本人１、２年生寮の男子は６人部屋の共有ユニットに入居し、日本人１、

２年生寮の女子は３階と４階の日本人女子専用個室フロアに入居していた。よって、

構造的に日本人１、２年生は緊密な人間関係を作れる反面、同じ建物に住む留学生と
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の交流から疎外された環境にあったといえる。男子が住む共有ユニットでは、毎年４

月の新入生歓迎時期に２年生と１年生による交流食事会が夜遅くまで開催され、伝統

と称して深夜に外に出て突然奇声を発しながらフロアを駆け回るなどのイニシエーシ

ョン（儀式）が行われており、留学生寮側の批判を招いていた。 

一方、留学生は主に個室フロアに居住し、男子の比率が多いものの原則は男女混合

フロアであった。留学生寮生の過半数はアジア（中国、韓国）からの大学院生を含む

正規学部生であるが、一方で欧米からの短期（１年未満）交換留学生も 100 名ほど居

住しており、属性（国籍、年代、性別等）に関わらずランダムに混住していた。この

ような男女混住環境が当たり前と思い、日本人１、２年生寮の女子フロアの存在を知

らずに足を踏み入れた男子留学生に対し、女子寮生が「不審者」として留学生を守衛

室に通報し、留学生寮が応対に立たされたことも幾度とある。このように日本人１、

２年生寮と留学生寮が対話するのは主にトラブルが発生したときであり、日常の生活

における人的交流は少なかった。 

「次世代小平プラン」が大学から提示された際、留学生寮執行部はこの提案を前向

きに捉えたが、混住の実現性については日本人１、２年生寮の協力が得られないであ

ろうと懐疑的な態度を示した。逆に日本人学生１、２年生寮執行部は日本人寮生同士

の円滑な関係が崩されることを恐れた。双方の寮執行部と学生寮担当者が３カ月にわ

たり数回の協議を重ねた結果、2011 年４月から入寮する日本人学生と留学生新入生が

同じフロアに入居し、「留学生」、「日本人学生」の区別なく「寮生」として扱うことで

合意した。新しい国際寮の運営は大学の管理下で日本人寮と留学生寮の執行部が共同

で運営することになり、入居中寮生への事前説明会を実施した。 

国際寮立ち上げの準備は整ったかのように見えたが、新入生の入居と同時に問題が

浮上した。日本人２年生が新入生歓迎の交流食事会を独自開催し、そこには新入日本

人寮生しか参加しておらず、日本人１、２年生寮執行部による日本人新入生の囲い込

みが始まっていると留学生寮が大学に訴えたのだ。これを受け、４月上旬に学生寮担

当者の仲裁により双方の寮執行部による緊急会議が持たれ、寮内イベントは大学の事

前承認を受けたものに限り、留学生と日本人学生にオープンな形で開催する方針を再

確認した。しかしながら、この後も日本人２年生メンバーの多くは大学に隠れた形で

日本人新入生を中心とした交流食事会を実施し続けた。一方の留学生寮は日本人学生

と留学生新入生の双方に開かれたパーティーを開催し、双方の執行部が競うようにイ

ベントを実施した結果、「分断」と「交流」のメッセージが入り乱れた新歓期となった。 

このような環境の中、１）日本人１、２年生寮執行部が独自開催した交流食事会は、

国際寮の寮生交流に貢献できたか？２）国際寮に入居した新入生は寮生交流をどう評

価したか？３）日本人１、２年生寮執行部が大学の許可を得ずに交流食事会を実施し

た理由は何か？居住者アンケート調査や日本人１、２年生寮執行部から行ったヒアリ

ングをもとにこれら３点について考察する。 

 

４．調査結果 

４．１  交流食事会の貢献度調査結果 

2011 年４月に発足した国際寮に入居した新入寮生 97 名（日本人学生 63 名、外国人

正規留学生 34 名）を対象に、自分の住んでいる居住区（６人部屋の共有ユニットやフ
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ロア）で開催された食事会が交友関係の構築にどの程度貢献したかについてアンケー

ト調査した。アンケートは入寮から１カ月が過ぎた５月中旬から下旬にかけて実施し、

回答者数は 38 名（日本人学生 22 名、外国人正規留学生 16 名）、回答率は 39%であっ

た。アンケートは Web 入力による匿名回答方式で、日本人学生には日本語による質問

票を、外国人留学生には日英併記の質問票を送付した。 

日本人２年生が独自開催した新入生歓迎の交流食事会は 13 の居住区の総当たり制で

行われ、新入寮生は原則自由参加であったものの、４月に入ってほぼ毎晩のように開

催された。アンケートに回答した 22 名の日本人学生のうち 20 名  (91%)が、交流食事

会は交友関係の構築に「役だった」または「大いに役だった」と評価している。一方、

アンケートに回答した留学生は、16 名中７名(43%)が「役だった」または「大いに役

だった」と評価し、過半数は不参加またはどちらともいえない（57％）と回答した（表

１）。 

 

表１ . 交流食事会が交友関係構築に貢献した度合 

回答  日本人学生 外国人留学生 

全く役に立たなかった 0 0 

役に立たなかった 0 0 

どちらともいえない 0 5 

役だった  1 7 

大いに役立った 19 0 

不参加のため不明 2 4 

合計  22 16 

 

表２は、交流食事会における留学生の参加度合について日本人学生に尋ねた結果で

ある。「わからない」という回答を除き、留学生の参加が全くなかったという回答が

77.8%を占めた。交流食事会は自由参加といいつつ、参加者のほとんどが日本人新入生

であった実態が浮き彫りとなった。 

 

表２ . 日本人学生から見た、交流食事会における留学生の参加状況 

 

回答  

 

回答数  

「わからない」を除く 

割合  

全くない 144 77.8% 

ほとんどない 8 4.3% 

ないとはいえない 27 14.6% 

参加していた 6 3.2% 

多々参加していた 0 0% 

合計  185  
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４．２  国際寮の生活空間内での国際交流度調査結果 

上記アンケートと同時に、国際寮の生活空間における日本人寮生と留学生寮生の交

流がどの程度活発なのか、その状況を作った要因についても調査した。同じ生活空間

に住む寮生同士の交流が「ある」、「活発である」と評価したのは回答者の約半分であ

った。アンケートに回答した 22 名の日本人学生のうち、12 名は混住環境における日

本人学生と留学生間の国際交流が「ある」または「活発である」と評価している。留

学生 16 名のうち半数は、混住環境における日本人学生と留学生間の生活交流が「ある」

または「活発である」と回答している（表１）。よって、住民交流度に関する設問につ

いて日本人学生と留学生の回答に大きな差はなかった。 

寮生交流が「ある」または「活発である」と回答した寮生は、その状況を作った要

因として「共有の留学生は歳も近く、日本語でコミュニケーションがとれるので、一

緒にルールをつくったり、雑談したり、お土産をあげあったりと、日本人の友人と変

わらず仲良くしています」、「ルームメイトが全員良いメンバーだった」、「互いに積極

的にコミュニケーションをとって、理解を深めようとし、 留学生の日本語が上手だっ

たから」、「日本人学生も留学生も積極的に話しかけあったこと」など寮生同士の積極

性によるものが多かった。反対に、交流が「多少ある」、「ない」あるいは「まったく

ない」と感じた寮生からは「留学生同士でかたまる」、「互いに会話しようとしないこ

と」、「自分の人見知りさ」、「寮執行部の段取りの悪さ」など、自分や相手方の消極的

な姿勢が要因として挙げられた。 

 

表３ . 「国際寮」に入寮した新寮生から見た国際交流度 

 日本人

学生 

外国人

留学生 

分離状態 1 0 

ない  2 1 

多少ある  7 7 

ある  4 7 

活発である 8 1 

合計  22 16 

 

４．３ 日本人学生寮執行部の行為に関する調査結果 

日本人１、２年生寮執行部の 13 名に対し、１）交流食事会を独断で実施した理由と

２）留学生の交流食事会への勧誘が消極的だった要因について個人面談形式でヒアリ

ングした。ヒアリングは入寮から１カ月が過ぎた５月中旬から下旬に実施し、これら

の面接結果から日本人寮執行部が混住や国際化に抵抗した理由を分類し整理した。 

１）については、留学生寮と日本人１、２年生寮の混住化を大学が管理することを

受け、自分たちは今後新１年生の指導に関与できないとの見方が寮執行部に広がった

のが発端だった。そのため、大学に相談せずに交流食事会の実施を決断し、新１年生

の入寮と同時に交流食事会を開催した。交流食事会の開催については、「居住区内の上

下の関係と楽しい寮の伝統を守りたいという思いが強かった」、「日本人２年生と日本
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人１年生が仲良くなれる機会を提供することのどこが悪いのか」との思いを打ち明け

る日本人寮執行部が多くいた。中には、大学側が推進する混住を「正直したくなかっ

た」、「大学の決定に納得がいかなかったために交流食事会を行った」など、混住化に

否定的なスタンスを見せる日本人１、２年生寮執行部メンバーもいた。 

２）について、先のアンケート調査に基づき留学生の参加率が少なかった件につい

て尋ねると、留学生を積極的に食事会に勧誘したのは一部の女子フロアのみであるこ

とが分かった。他の執行部メンバーからは、従来「日本人１年生は全員参加」で行わ

れていた交流食事会を「自由参加」と表現を変えたものの、留学生を「誘ったが来な

かった」「誘うにも連絡先がわからない」「年齢が上なので声をかけにくい」、「留学生

はノリが違うためあえて食事会に積極的には誘わなかった」など、留学生の勧誘に対

して消極的な姿勢が目立った。 

 

５．  考察と今後の課題 

本稿では、従来別々に運営されていた日本人１、２年生寮と留学生寮が統合された

直後の寮生交流食事会の貢献度、混住環境となった居住区での寮生交流の進展度、お

よび学生寮再編成の初期期階で起こった日本人寮執行部の消極的な姿勢とその要因に

ついて調査した。本事例は既存の寮組織の統合による混住化を扱ったケースであり、

混住寮を新築する場合に適用できない要素が多いものの、学生寮混住化は寮生交流に

プラスにもマイナスにも作用し得る諸刃の剣であることを示している。 

例えば、日本人２年生が独自開催した交流食事会においては、従来日本人１、２年

寮生のみが対象であった伝統行事を焼き直し表面的には留学生にも展開しようとした

ものの、国際交流に積極的でない日本人寮執行部の運営が留学生寮執行部に不信不満

を抱かせ、寮組織間の確執が広がった。参加した日本人寮生にとっては評価の高い支

援プログラムだったが、参加した少数の留学生には交友関係の構築にあまり役立って

いないイベントと評された。同様に、同じ生活空間に住む寮生同士の交流が「ある」、

「活発である」と評価したのは回答者の約半分であった。言い換えれば、残りの半分

は交流が「多少ある」またはそれ以下の評価を下していることになる。 

日本人学生と留学生の混住環境をよりプラス方向に導くためには、意図的に手入れ

することが重要である。まず入寮募集段階では日本人学生や留学生といったアイデン

ティティを極力意識させず、最初から「一つの国際寮に入寮する寮生」といったイメ

ージを定着させるための広報資料が望ましい。続いて入居計画段階では、事前アンケ

ートに基づき、寮生交流に関心を持つ同年代の日本人学生と留学生の部屋割りが重要

となる。今回のケースでは、組織再編決定から国際寮発足までの準備期間が３カ月と

短かったためこれらを徹底できず、日本人１、２年生寮と留学生寮が個別に存在して

いるイメージを新入寮生に露呈してしまった。 

入寮後に行う新入寮生歓迎イベントも運営次第では交流を促進させる契機であった

が、今回のケースでは混住化および寮組織の統合に反対する日本人２年生メンバーが

日本人新入生に偏重した食事会を主導し、分裂した寮組織をさらに印象付けた。企画

初期段階から双方の執行部が学生寮混住化の意義を共有しイベントの共同運営を行う

のが理想だが、組織統合においてこのような抵抗が発生することは計画段階からもっ

と想定すべきであった。 
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また、日常の生活空間を混住から交流へと発展させるためには、ともすれば交流に

消極的になりがちな寮生の後押しをする、日本人寮生と留学生寮生の架け橋となれる

学生スタッフを居住区ごとにきめ細かく配置していくことが今後の課題となる。この

ような試みは米国大学の学生寮で行われており、学生スタッフが架け橋として実力を

発揮するためには、事前にリーダーシップや異文化理解スキルを習得することの必要

性が指摘されている(Geelhoed 2003)。これらの反省を踏まえ、入寮募集時から入寮後

のサポートまで一貫して「混住して当たり前」という印象を来年度以降の新入寮生に

定着させることができれば、日本人学生と留学生寮生の生活交流が日常の出来事とし

て受け入れられ、国境が阻害要因とならない寮生交流が生まれやすくなるであろう。 
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